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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 185,981 △3.1 9,635 △18.9 8,802 △22.0 4,221 △34.6

22年3月期第2四半期 191,916 △7.0 11,879 △9.6 11,283 △14.2 6,458 △2.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 13.60 ―

22年3月期第2四半期 20.80 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 293,074 102,350 34.2 323.21
22年3月期 297,038 103,107 34.1 325.74

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  100,360百万円 22年3月期  101,150百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 9.00 9.00
23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 9.00 9.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 380,000 △1.9 20,200 △7.0 19,200 △4.6 10,200 △13.5 32.85



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定要素を含んでおります。実際の業績等は様々な要
因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．３ 「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 326,078,030株 22年3月期  326,078,030株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  15,569,629株 22年3月期  15,549,950株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 310,517,445株 22年3月期2Q  310,575,775株
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１．当第２四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、中国など新興国の急速な経済成長に牽引され輸

出が堅調となるなど回復基調にあるものの、中国政府の景気政策や急激な円高の影響などによって

輸出の増勢が鈍化するなど予断を許さない状況となっております。 

このような状況下、当社連結グループにおいては、物流分野では港湾・国際物流を中心に輸出入作

業が順調に伸びておりますが、機工分野では大型設備工事が端境期にあり低調となっております。 

かかる事業環境に対して当社連結グループといたしましては、お客様のアウトソーシングニーズに

対応すべく技術力の向上と現場力の強化を推進するなど、一層の競争力強化と生産性・作業品質・

安全品質の向上に取り組んでおります。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は1,859億81百万円と前年同期比3.1％の減

収となりました。また、利益面においては営業利益が96億35百万円と18.9％の減益、経常利益は88

億２百万円と22.0％の減益、四半期純利益は42億21百万円と34.6％の減益となりました。 

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

① 物流事業 

物流事業は、主要港でのコンテナの取扱いや中国・アジアを中心に輸出入作業が大幅に増加し

ております。また鉄鋼、石油・石化関連などの主要なお客様の生産量回復を受けて工場構内での

当社作業量は増加しましたが、一方で国内の一般貨物の取扱いは低調となっております。売上高

は1,010億38百万円と前年同期比12.2％の増収、営業利益は23億29百万円と191.8％の増益となり

ました。 

なお、当第２四半期連結累計期間の売上高に占める割合は54.3％であります。 

 

② 機工事業 

機工事業は、前年同期は大型設備工事案件の完工が集中しており高水準で推移しましたが、当

第２四半期は予定された工事案件の着手時期の遅れやお客様の設備投資圧縮などもあり規模が縮

小しております。保全作業については大型案件が少ない傾向にありますが、化学向けＳＤＭ（大

型定期修理工事）がメジャー年であり設備の安定操業のための需要は高く実績は堅調に推移して

おります。売上高は740億91百万円と前年同期比19.5％の減収、営業利益は68億75百万円と35.4％

の減益となりました。 

なお、当第２四半期連結累計期間の売上高に占める割合は39.9％であります。 

 

③ その他 

その他は、機工事業に連動して機材賃貸は減少しておりますが、建設工事の完工もあり収益性

は改善しております。売上高は108億51百万円と前年同期比9.9％の増収、営業利益は４億72百万

円と21.2％の増益となりました。 

なお、当第２四半期連結累計期間の売上高に占める割合は5.8％であります。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

（流動資産） 

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は1,266億85百万円であり、前連結会計年度末に比

べ31億84百万円(2.5％)減少しました。主な要因は、受取手形及び売掛金の回収による減少、仕掛工
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事の減少による未成作業支出金の減少等によるものです。 

 

（固定資産） 

当第２四半期連結会計期間末における固定資産は1,663億88百万円であり、前連結会計年度末に比

べ７億79百万円(0.5％)減少しました。主な要因は、設備投資による建物及び構築物の増加、当第２

四半期連結会計期間末における時価評価による投資有価証券の減少等の差によるものです。 

 

（流動負債） 

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は1,041億87百万円であり、前連結会計年度末に比

べ29億85百万円(2.8％)減少しました。主な要因は、短期借入金の減少、賞与支給による賞与引当金

の減少等によるものです。 

 

（固定負債） 

当第２四半期連結会計期間末における固定負債は865億35百万円であり、前連結会計年度末に比べ

２億21百万円(0.3％)減少しました。主な要因は、退職給付引当金の減少等によるものです。 

 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産の部は1,023億50百万円であり、前連結会計年度末に

比べ７億56百万円（0.7％）減少しました。主な要因は、利益剰余金の増加、株式市場の低迷による

その他有価証券評価差額金の減少等の差によるものです。 

その結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末を0.1ポイント上回

る34.2％となっております。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

通期の業績見通しにつきましては、平成22年５月11日公表と変更はありません。 

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

(簡便な会計処理) 

① 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して

算出する方法によっております。 

 

② 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

  法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに

限定する方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用し

た将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

 

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理) 

税金費用の計算 
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 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利

益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効

税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号  平成20年３

月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24

号  平成20年３月10日）を適用しております。 

これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 

 

② 資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号  平成2

0年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号  

平成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ39百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は、

９億18百万円減少しております。 

 

③ 企業結合に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号  平成20年1

2月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）、

「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号  平成20年12月26日）、

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号  平成20年12月26日）、「持分法に関する

会計基準」（企業会計基準第16号  平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号  平成20年12月26日）を適用して

おります。 
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３.【四半期連結財務諸表】 
    (1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 17,988 16,933

受取手形及び売掛金 92,265 95,500

有価証券 1,484 1,771

未成作業支出金 4,500 6,014

その他 10,633 9,838

貸倒引当金 △186 △187

流動資産合計 126,685 129,870

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 51,608 50,036

土地 47,902 47,989

その他（純額） 20,096 21,051

有形固定資産合計 119,606 119,078

無形固定資産 5,607 5,329

投資その他の資産   

投資有価証券 16,914 19,109

その他 25,648 25,040

貸倒引当金 △1,388 △1,390

投資その他の資産合計 41,174 42,759

固定資産合計 166,388 167,167

資産合計 293,074 297,038
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(単位：百万円)

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 49,430 48,029

短期借入金 28,998 32,015

未払法人税等 3,981 2,613

未成作業受入金 1,601 1,830

賞与引当金 1,540 3,937

その他 18,635 18,747

流動負債合計 104,187 107,173

固定負債   

長期借入金 33,181 33,338

退職給付引当金 37,888 39,350

その他 15,465 14,069

固定負債合計 86,535 86,757

負債合計 190,723 193,930

純資産の部   

株主資本   

資本金 28,619 28,619

資本剰余金 11,943 11,943

利益剰余金 70,190 68,723

自己株式 △5,669 △5,662

株主資本合計 105,084 103,624

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,302 3,887

繰延ヘッジ損益 △419 △384

土地再評価差額金 △2,519 △2,474

為替換算調整勘定 △4,087 △3,503

評価・換算差額等合計 △4,723 △2,474

少数株主持分 1,990 1,957

純資産合計 102,350 103,107

負債純資産合計 293,074 297,038
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(2)【四半期連結損益計算書】 
      【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 191,916 185,981

売上原価 174,540 170,848

売上総利益 17,375 15,133

販売費及び一般管理費 5,496 5,497

営業利益 11,879 9,635

営業外収益   

受取利息 202 192

受取配当金 247 235

その他 484 499

営業外収益合計 934 927

営業外費用   

支払利息 647 606

為替差損 351 －

その他 530 1,154

営業外費用合計 1,529 1,761

経常利益 11,283 8,802

特別利益   

助成金収入 332 －

特別利益合計 332 －

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 879

特別損失合計 － 879

税金等調整前四半期純利益 11,615 7,922

法人税等 5,103 3,600

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,322

少数株主利益 52 100

四半期純利益 6,458 4,221
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   【第２四半期連結会計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 109,726 96,853

売上原価 98,736 88,593

売上総利益 10,989 8,260

販売費及び一般管理費 2,780 2,714

営業利益 8,209 5,545

営業外収益   

受取利息 98 104

受取配当金 7 15

補助金収入 95 －

その他 135 253

営業外収益合計 336 374

営業外費用   

支払利息 331 300

為替差損 356 －

その他 286 677

営業外費用合計 974 977

経常利益 7,571 4,942

税金等調整前四半期純利益 7,571 4,942

法人税等 3,198 2,069

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,873

少数株主利益 13 35

四半期純利益 4,359 2,838
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 11,615 7,922

減価償却費 5,108 5,465

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 879

受取利息及び受取配当金 △449 △428

支払利息 647 606

売上債権の増減額（△は増加） △3,026 3,022

未成作業受入金の増減額（△は減少） 1,524 △224

仕入債務の増減額（△は減少） △3,622 1,061

未成作業支出金の増減額（△は増加） 4,550 1,507

その他 △6,841 △2,822

小計 9,507 16,990

利息及び配当金の受取額 496 496

利息の支払額 △652 △630

法人税等の支払額 △5,038 △2,439

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,312 14,417

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △6,485 △4,491

無形固定資産の取得による支出 △738 △864

その他 △124 △155

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,348 △5,511

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 75,582 63,416

短期借入金の返済による支出 △74,500 △66,367

長期借入れによる収入 8,000 4,000

長期借入金の返済による支出 △3,394 △4,022

配当金の支払額 △2,788 △2,787

その他 △1,926 △1,835

財務活動によるキャッシュ・フロー 972 △7,595

現金及び現金同等物に係る換算差額 632 △252

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,431 1,057

現金及び現金同等物の期首残高 20,047 16,861

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,616 17,919
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

  該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報等 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

2. 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約

に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用

指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を適用し、第１四半期連結累計期間に着手し

た工事契約から、第２四半期連結累計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事に

ついては工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)を、その他の工事については工事完成基準

を適用しております。 

これにより、機工事業では売上高10,794百万円及び営業利益1,413百万円がそれぞれ増加し、その他事

業では売上高が325百万円増加し、営業利益に与える影響は軽微であります。 

なお、物流事業では売上高及び営業利益に与える影響はありません。 

 

【所在地別セグメント情報】 

 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

全セグメントの売上高に占める「本邦」の割合がいずれも90％を超えているため、所在地別セグメ

ント情報の記載を省略しています。 

 

【海外売上高】 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）   

 

 

 

 

 

 

(注) １.国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２.各区分に属する主な国又は地域の内訳は次の通りであります。 

      アジア・・・シンガポール、タイ、マレーシア、インドネシア、中国（香港含む） 

      北・南米他・・アメリカ、ブラジル及び中近東地域（サウジアラビア等） 

       ３.海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 
物流事業 

(百万円) 

機工事業

(百万円)

その他事業

(百万円)

計 

(百万円)

消去又は
全社 

(百万円)

連結 

(百万円) 

売上高   

(1)外部顧客に対する 
売上高 

90,039 92,006 9,870 191,916 － 191,916 

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高 

2,867 1,755 3,357 7,980 (7,980) － 

計 92,906 93,761 13,228 199,896 (7,980) 191,916 

営業利益 798 10,635 389 11,823 55 11,879 

 アジア 北・南米他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 10,627 3,673 14,301

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － 191,916

Ⅲ 連結売上高に占める海
外売上高の割合（％）

5.6 1.9 7.5
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【セグメント情報】 

 （追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号  平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。 

 

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行なう対象となっているもの

であります。 

当社は、顧客の原材料や製品の輸送を担うロジスティクス事業と顧客の生産設備の建設・維持を担

うプラント・エンジニアリング事業を主力事業としていることから、「物流事業」、「機工事業」の

２つを報告セグメントとしております。 

「物流事業」は、港湾運送、海上運送、一般貨物自動車運送、輸出入、工場内運搬作業他を行なっ

ております。「機工事業」は、工場設備工事・メンテナンス、重量物運搬据付、一般産業機械製作、

設備土建他を行なっております。 

 

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日） 

                                      （単位：百万円） 

報告セグメント 

 
物流事業 機工事業 計 

その他 
(注1) 

合計 
調整額 
（注2） 

 
四半期連結
損益計算書
計上額 
（注3） 

売上高   

  外部顧客への売上高 101,038 74,091 175,130 10,851 185,981 － 185,981

  セグメント間の内部売
上高又は振替高 

3,167 1,684 4,851 3,048 7,900 △7,900 －

計 104,206 75,775 179,981 13,899 193,881 △7,900 185,981

セグメント利益 2,329 6,875 9,205 472 9,677 △41 9,635

(注) 1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム、人材派遣、機

材賃貸、土木・建築工事等の関連サービスを実施しております。 

     2.セグメント利益の調整額△41百万円は、未実現利益調整額であります。 

     3.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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